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参加者ガイド

◆開催⽇ 2021年8⽉15⽇（⽇）
◆開催地 袖ケ浦フォレスト・レースウェイ
◆主催 サイクルジャンボリー実⾏委員会
◆主管 サイクルジャンボリー100⼈委員会
◆協賛 KhodaaBloom / BOMA / ChampionSystem

CANYON / WAKOʼS((株)和光ケミカル)
◆協⼒ TRYCLE/CYCLEMEDIA輪

2021/8/12版
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6:30   ～ 駐車場オープン

7:00   ～ 受付開始

7:30   ～ 9:30 試走1

7:30   ～ 8:00 30分初心者講習会（集団走行セミナー）

8:00   ～ 9:30 90分レベルアップ講習会（パッケージプラン含む）

9:45   ～ オープニングセレモニー

10:30 ～ 11:30 1時間エンデューロ (午前)

10:30 ～ 12:30 2時間エンデューロ

12:45 ～ 13:40 試走2

14:00 ～ 15:00 1時間エンデューロ (午後)

14:00 ～ 16:00 トレインエンデューロ (2時間)

※表彰は各レース終了20分後を目安に行います。

※各レースの前に、当日の注意点などをお伝えするミーティングをおこないます

※受付締切時間は各カテゴリー開始30分前まで。

※必ず一度は試走をしてから競技に参加するようお願いいたします。

※30分初心者講習会（集団走行セミナー）参加の方は、7:30までに【22番ピット前、招

集エリア】にお集まりください。事前申込みの無い方も無料で参加できます。

タイムスケジュール
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MAP① メイン会場図

▼新型コロナ対策に関連した入場手続きについて

①会場内に入るには、事前に【健康状態に関する申告、および宣誓書】への記載が必要になります。

https://forms.gle/j1aXkTG1XsjqJjfSA

・スマートフォンやPCにて上記アドレスにアクセスし、フォームに必要事項を入力してください。

・入力完了時の【最終画面】をスクリーンショットしていただくか、もしくは、入力完了後に自動

返信で送られてくる【入力完了通知メール】を、携帯できる端末に保存してください。

・検温ゲートにて、スタッフへのご提示をお願いします。

※その場で記入する【手書き申請書】もございますが、検温ゲート付近の混雑と密状態を回避す

るために、事前のWEBでの入力にご協力ください。

②検温ゲートにて検温を行います。

・37.5℃を越える体温が認められる場合には、ご入場いただけません。ご了承ください。

・検温チェック後、リストバンドをお渡します。リストバンドは終日の着用をお願いします。

検
温
#
$
%

https://forms.gle/j1aXkTG1XsjqJjfSA
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MAP② コースＭＡＰ

▼雨天時
※安全性を考慮し、雨天時は
ショートコースにレイアウトを
変更します。
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MAP③ 駐⾞MAP

▼袖ケ浦フォレストレースウェイ
〒299-0202 千葉県袖ケ浦市林妙法台348-1

▼駐車場オープン 6:00
※荷捌き場はございませんのでご了承ください。

▼当日事務局連絡先
担当直通：080-3482‐7365
※大会前日よりスタッフは会場入り致しますので、事務局への連絡は上記携帯にお願いいたします。
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計測チップとゼッケンの装着に関して

・1時間エンデューロ（午前・午後）
・2時間エンデューロ（ソロ）
・トレインエンデューロ

アンクルバンドで計測チップを装着。
選手交代時にはアンクルバンドごと受け渡します。
チップ未装着だと、周回数がカウントされません。
確実に次の選手にリレーして、走行時も脱落など
が無いようにしましょう。

計測チップ

※参加証の発送はございません。エントリー表を確認し当日受付にて・参加クラス/お名
前/ゼッケンをお伝え頂き、計測チップとタグをピお受け取りください。

・2時間エンデューロ（チーム）

フロントフォークに計測チップを装着。
脱落や車輪への巻き込みがないよう、前輪の車軸
から15cmほど上側にしっかりと装着しましょう。

※計測チップは、出場する最後のレースが終わったら速やかに回収BOXに戻しましょう。

ゼッケン
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協賛/協⼒/出展/ケータリング

KhodaaBloom / コーダーブルーム
国内で流通しているスポーツバイクは海外ブランドのものばかり。それらは、日本人の体型や使用シーンに必ずし

も適しているとはいえません。そんな状況を変えるため、日本人が企画開発した日本人のためのスポーツバイクを
KhodaaBloomは展開。全社員がスポーツとしてのサイクリングに取り組み、そこで得られた情報を商品開発に活か
しています。 あらゆる日本の人々へ日本のスポーツバイクを届ける。それがKhodaaBloomです。

協賛

BOMA / ボーマ
2006年に、カーボン繊維商社を前身とするASK TRADING社が立ち上げた競技用自転車ブランド【BOMA /ボーマ】。
カーボン業界での経験と深い造詣という同社の強みを活かし、フレーム・ホイール・ハンドルなど多彩なカーボン製
品を揃えており、高品質かつコストパフォーマンスに優れたラインナップで人気を博している。ロードやトラックレー
ス、トライアスロン、シクロクロスなど、幅広いジャンルのラインナップを誇るジャパンブランド。

CANYON / キャニオン
ワールドプロツアーチームAlpecin Fenix、Movistar Team等、世界のトップチームへマシン供給。常に最前線での開
発を続け、世界中のレースで活躍するドイツのスポーツバイクブランド【キャニオン】。 様々なジャンルを網羅するラ
インナップと、車体から補修パーツに至るまでの全てを直販でのみ販売する独自のセールス方式が特徴的。先日
の東京2020でもマチューファンデルプールを始めとするエースはスペシャルカラーのバイクで話題をさらった。

ChampionSystem / チャンピオンシステム
ツール・ド・フランスなど世界のトップレースで活躍するUAE Team Emiratesとの商品開発から生まれた高品質なウェ
アを展開するウェアブランド【チャンピオンシステム】。 国内では、本年度より始まったプロシリーズ『ジャパンサイク
ルリーグ』の各賞リーダージャージ、グランフォンド世界選手権の日本代表ジャージや多くのプロチームのウェアを
手掛けるなど、その高い品質だけでなく常に話題を提供し続ける攻めの姿勢が特徴的な人気ブランドだ。

WAKO’S / ワコーズ （株式会社和光ケミカル）
高性能・高品質かつ豊富な製品ラインナップで、自動車・オートバイ・自転車とジャンルを問わず高い支持を集める
日本のケミカルブランド【ワコーズ】。自社内に研究開発設備と研究者を有し、現場での情報収集から分析・製品開
発、そして現場へのフィードバック。その全てを一貫して行うのはWAKO’Sならでは。またその態勢により、製品だけ
でなくスタッフの知識レベルも総じて高く、プロ(メカニック)が相談をしに行くプロ(ケミカル)集団としても有名。

CycleMedia RIN
サイクルメディア輪

サイクルメディア”輪”は、

自転車をいま楽しんでいる
人のみならず自転車をまだ

知らない人にも自転車の魅
力を伝えるメディアです。

TRYCLE  / トライクル

矢野口の自転車屋さん始めました。誰でも歓迎
です。■買ったお店を離れてしまった。■ネット

で買ったんだけど…。■ライドの途中にパンク…！
■洗車もやってます！■ACTIVIKEのプロテインも
飲めます■珈琲も飲めます！■配送・配達も
やってますお気軽にお立ち寄り下さい。

協力

ケータリング

PIZZA＆カフェ Lacotta

・各種 窯焼きPizza 
・窯焼きソーセージ
・かき氷

他

千葉うまかっ部屋

・サーロインステーキ
プレートランチ
・勝浦タンタンメン
・千葉苺スムージー

他
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サイクルジャンボリー企画メンバーのご紹介

サイクルジャンボリー今後の開催予定

▼10月9日 群馬CSC（予定）

▼11月20日（土） 袖ヶ浦フォレストレースウェイ（予定）

橋本謙司 (ハシケン)
Kenji Hashimoto
サイクルジャンボリー企画プロモーター/オフィシャル
フォトグラファー

学生時代からスポーツ現場に携わり、現在は自転車
ジャーナリストを主軸に活動。カメラマンとしてTV番組
の制作にも携わる。サイクルジャンボリーシリーズの

企画運営メンバー。メインフォトグラファーとして、本シ
リーズのプロモーションを担当する。これまで15年間、
自身もアマチュアレーサーとして数々の市民レースを
経験。

日向涼子
Ryoko Hinata
サイクルジャンボリー大会MC /
企画アドバイザー

企業広告を中心に活動するモデル。シュルー所属
撮影現場で、「移動をすべて自転車にしたら自然に痩
せた」というヘアメイクアーティストの話を聞き、クロス

バイクを購入したのがきっかけでスポーツバイクに目
覚める。ポタリングからヒルクライムレースまで幅広く
楽しみ、最近ではe-Bike普及の啓蒙活動もしている。
健康づくりには運動と食事に密接な関係があると考
えており、アスリートフードマイスター、食生活アドバ

イザー、フードアナリスト、プロテインマイスターの資
格を保有。食に関する講師の顔も持つ。

篠
Shino
サイクルジャンボリー企画アドバイザー
中国出身で高校から来日して15年。大学時代に漫画
弱虫ペダルをきっかけに自転車を始めて6年目。ラピ
エール、ASSOS、Gacironのアンバサダーを務める。イ
ベントゲスト、自転車雑誌モデル、ライターとして活動。

主にヒルクライムレースに参加のほか、グランフォン
ド系のライドスタイルを好み、近頃はMTBにも熱心に
取り組み始める。
登録者数3.3万人のYouTubeチャンネル、ブログ、各
SNSにて幅広く自転車の楽しさを発信中。

根本了慈
Ryoji Nemoto
サイクルジャンボリー企画営業/運営
2010年頃に東京でメッセンジャーを始める。
その後仲間とエンデューロレースに参加し自転車競
技に魅了される。その後競技運営に興味を持ち自転
車競技企画運営に携り現在に至る。
幕張クロス / ディレクター
シクロクロス千葉 / ディレクター

田渕君幸 (タブチン)
Kimiyuki Tabuchi
サイクルジャンボリー企画プランナー

大学生の時に読んだ「弱虫ペダル」がきっかけで自転
車にのめり込む。
サイクリング、旅、ロングライド、レースなど様々な遊
び方を体現。2018年～ジャパンプロツアーに参戦しつ
つ、自転車メーカーに勤務。
2019年 アメリカ横断の旅を決意。帰国後ひょんなこ

とから「自転車のソフトを創る」を掲げTRYCLEを設立。
2021年 東京都稲城市で自転車ショップ「TRYCLE」を
運営しているつまりは「自転車男」
登録者数3.3万人のYouTubeチャンネル、ブログ、各
SNSにて幅広く自転車の楽しさを発信中。


